
避
難
で
休
作
Ｌ
再
生
困
難

３

●
１１

大
震
災

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
は
県
が
進
め
る
花

井

（か
き
）
の
産
地
化
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
計
画
的
避
難
区
域
の
飯
舘
村
は
リ
ン
ド
ウ

を
中
心
に
し
た
切
り
花
産
地
と
し
て
販
売
額
が
年
間

一
億
円
を
超
え
た
が
、
全
村
避
難
で
休
作
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
警
戒
区
域
を
抱
え
る
川
内
村
で
も
同
様

の
事
態
に
直
面
し
て
お
り
、
県
は
「壊
滅
的
な
打
撃
」

と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

■
リ
ン
ド
ウ
に
打
撃

一
っ
た
の
に
…
」
。
飯
館
村

一
の
富
野
浩
さ
ん
の
こ
は
喜

「村
を

リ
ン
ド
ウ
の

一
一
多
方
市
の
避
難
先
か
ら
九

大
産
地
に
す
る

の
が
夢
だ

一
月
下
旬
、
村
を
通
り
掛
か

閣
倒
目
四

七
課
郵
拘
岬
槻
七
計
の 一
斉
効
沈
嚇
昨
敵
獅
髄
磁

積
は
五
百
五
十
六
め
で
、
リ
ン
ド
ウ
は
四
十
め
。
リ
ン
ド

ウ
は
南
会
津
地
方
が
県
内
最
大
の
産
地
と
な

っ
て
い
る

が
、
高
齢
化
に
伴
い
農
家
戸
数
や
作
付
面
積
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
は
相
双
地
方
で
産
地
化
を
推
進

し
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
管
内
の
平
成
二
十
二
年
の
栽
培
農
家
は

五
十
二
戸

（
二
十
年
比

一
戸
増
）
、
栽
培
面
積
は
五

・
五

九
診

（
同
〇

・
一
四
諺
増
）
に
拡
大
し
た
①
し
か
し
、
東

一

国
本
大
震
災
や
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
で
休
作
を

一

余
儀
な
く
さ
れ
る
農
家
が
出
る
な
ど
、
産
地
の
維
持
が
課

一

題
と
な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

効
都
時
確
車
奉
離
確
れ
”

一
掌
韓
権
韓
町
か
に
オ
半
鞭

一
印
時
守
幸
晦
韓
搾
家
的
棒

！
穀
報
性
扮
卸
鞠
な
こ
と
が

と
や
り
切
れ
な
い
思
い
を

一
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
花
井

一
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
県
園
去
課
な
ど
に
よ
る

国
碇
市
韓
ぜ
ヽ
Ｊ
Ａ
そ
う

一
つ
能
地
範
蒙
穀
的
帥
範

つ で

一　
口
計
画
頓
挫
　
　
　
　
一
在
す
口
”
な
命
鴻
帥
旺
邸

ま
の
飯
舘
花
井
部
会
の
メ

十
た
品
種
や
栽
培
方
法
な
ど

一　
川
内
村
で
は
村
、
村
農

！
年
に
わ
た

っ
て
毎
年
花
を

ン
バ
ー
約
八
十
人
が
県
の

一
の
研
究
を
重
ね
た
結
果
、

！
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
ふ
た
ば

一
咲
か
せ
る
。

一
市
場
の
評
価
は
着
実
に
高

一
連
せ
な
い
」
と
嘆
く
。

一
華
弛
十
諦
葬
韓
茅
紳
Ⅶ
噺

！　
・
書
虫
や
連
作
障
害

一
売
額
が
約

一
億
五
千
万
円
　
　
県
や
村
、
栽
培
農
家
ら

一
に
上

っ
て
い
た
。

「花
井

一
が
今
後
の
影
響
を
懸
念
す

一
産
地
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

一
る
の
は

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ、
リ
ン
ド
ウ
な
ど

に
」

「販
売
目
標
は
三
億

一
の
株
物
は

一
度
休
作
す
る

一
な
ど
で
つ
く
る
村
耕
作
放

一　

し
か
し
、　
一
年
間
休
作

一
案
地
対
策
協
議
会
が
リ
ン

一
す
る
と
害
虫
や
病
原
菌
が

一
ド
ウ
の
産
地
化
を
目
指

！
緊
殖
し
、
生
産
を
再
開
す

一
し
、
県
の
補
助
を
受
け
て

一
る
の
が
困
難
に
な
る
。
仮

一
今
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業

一
に
同
じ
畑
に
植
え
替
え
よ

帥

一
在
数

り
組
む
予
定
だ

っ
！
市
設
鵡
“
れ
禅
守
難
弊
悔

い
花
は
育
た
な
い
。

別

の
畑

に
植
え
た
場

合
、
生
産
を
採
算
ベ
ー
ス

に
乗
せ
る
の
に
三
年
程
度

か
か
る
。
そ
の
よ
、
今
回

は
原
発
事
故
の
影
糾
で
上

壌
の
除
染
が
必
要
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
関
係
者

は

「こ
れ
ま
で
産
地
化
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
畜
積
し
て
き

た
。
必
ず
再
生
さ
せ
る
」

と
話
す
が
、
産
地
復
活

へ

の
道
は
険
し
い
状
況
だ
．

画　
尊
　
饉

っ
た
際
に
自
分
の
畑
を
目

に
し
て
言
葉
を
失

っ
た
。

約
六
十
イ
の
畑
で
育
て
て

き
た
リ
ン
ド
ウ
は
雑
車
に

覆
わ
れ
、
色
は
薄
く
、
害

虫
に
食
い
荒
ら
さ
れ
て
い

た
。

「手
入
れ
さ
え
で
き

質

！
き
、
計
画
は
入
り
国
段
階

休

一
で
頓
挫
し
た
。
緊
急
時
避

一
難
準
備
区
域
の
設
定
は
解

一
除
さ
れ
た
が
、
警
戒
区
域

一
は
依
然
残
る
。
村
の
担
当

一
者
は

「こ
れ
か
ら
ど
う
す

．
れ
ば
い
い
の
か
、
先
が
見


